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研究論文
学部教育におけるカリキュラム改革の方向性(3)
東京都 ・神奈川県下の私立大学 ・経営学関係学科を事例として
鈴木 そよ子
1研 究目的と研究対象
多 くの私立 大学では、大学設置基準大綱化以降1990年代 中頃か ら実施 した 「新 カ
リキュラムの完成年度の時期」 を迎 えた。 ここ数年の状況 を見 る と、新 カリキュラ
ムの完成年度 を待 って、新 々カ リキュ ラム を実施 している大学 もあれば、毎年少 し
ずつ新 カ リキュ ラムを変更 している大学 もある。 また、新 カ リキュラムをその まま
継続 している大学 もあ る。完成年度以 降のカ リキュ ラムへの取 り組み方は、大学 に
よ り異 なるが 、 これ らの次 の段階へ の取 り組み も包含 して、「新 カ リキュラムの完
成年度の時期」 と捉 える。
また、ある年度 の同一学部 ・学科の カ リキュラムであ って も、「現行 カリキュ ラ
ム」 が一種類 とは限 らない。1年 次生か ら4年 次生 までが異 なるカリキュラムの も
とで履修 してい る場 合 もあ る。 この ような場 合、「現行 カ リキュラム」 は、複数の
カ リキュラム を指す ことになる。
この ように、完成年度以 降の カ リキュ ラムは1年 単位 で変化 しうる ことと、同一
年度 に複数の カリキュラムが存在 しうるこ とを考 えて、本論文 では、1998～2001年
度入学者対象の カ リキュラムを研究対象 とする。4年 間の幅 のなかで、1学 科の カ
リキュラム検討す ることになる。
事例研 究の研 究対象は、学部 ・学科 を特定 し、対 象地域 を限定 し、その地域 内の
対象学科 を有するすべての大学 とす る。 この対象学科の カ リキュラムを検討 するこ
とによ り、 カリキュラム改革の一般 的な方向性 を把握す るとい う方法 をとる。
本論文では、経営学関係の学部 ・学科 に特定す る。 さらに、1大 学 につ き1学 科
を検討対 象 とす るため に、経営学関係学科の 中か ら、 「国際経営 学科」 を中心 に と
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りあげ、教育内容が 「国際経営学科」 に該当するか、あるいは類似する学科につい
て、比較検討する。学部・学科の名称によって対象を決定するのではなく、学科 レ
ベルの教育内容か ら対象学科を選定するため、検討対象 となる学部名称 ・学科名称
は多様である。
検討対象の具体的な確定方法 として、第一段階で東京都 ・神奈川県下のすべての
私立大学を対象とした。第二段階で、各大学の学部 ・学科 を調べて、検討対象にな
りうる大学43校を選択 し、「大学番号」 を五十音順で付 し、資料収集を開始 した。
大学名にある番号は、この時点から一貫 している。第三段階で資料収集の結果、学
部 ・学科の教育内容 を見て、検討対象を32校に絞った。以 下の大学が、第二段階で
対象 となった大学であ り、()を 付 している大学は、論文の作業を進めた2000年
度時点で第三段階の対象 となっていない大学である。
1青山学院大学2亜 細亜大学
5関東学院大学6杏 林大学
(9国際基督教大学)10国士舘大学
13上智大学
17専修大学
21拓殖大学
(25帝京大学)
29東京理科大学
(33文教大学)
37明治学院大学
41立正大学
(14昭和音楽大学)
18創価大学
22多摩大学
26東海大学
30東海大学
34法政大学
(38明星大学)
42和光大学
3桜美林大学
(7慶応義塾 大学)
11駒澤大学
15成践大学
19一大東一文化大学
(23玉川大学)
27東京経済大学
(31二松学舎大学)
35武蔵大学
(39横浜商科 大学)
43早稲田大学
4神奈川大学
(8國學院大学)
12産能大学
16成城大学
20高千穂商科大学
24中央大学
(28東京農業大学)
32口本大学
36明治大学
40立教大学
これ らの大学の当該学科 カ リキュラムについての検討 は、複数の論文 に分 けて行
う。 したがって、全体 を通 した考察は、最後 の論文で まとめることになる。
すで に、「学部教育 におけるカ リキュラム改革 の方向性(1)一 東京都 ・神奈川県
下の私立大学 ・経営学 関係 学科 を事例 と して一」(神奈川大学経営学部 『国際経営
論集』No.21、2001年3月)にお いて、以下の6大 学 について検討 した。
1青山学 院大学2亜 細亜大学3桜 美林大学4神 奈 川大学
5関東学院大学6杏 林大学
また、「学部教育 におけるカ リキュラム改革 の方向性(2)一 東京都 ・神 奈川県下
の私立 大学 ・経営学 関係学科 を事例 と して一」(神奈川大学教育課程研究室 『神奈
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川大学心理 ・教育研 究論集』第20集、2001年3月)では、以下の8大 学 について検
討 した。
10国士舘大学11駒 澤 大学12産 能大学13上 智大学
15成蹟大学16成 城大学17専 修大学18創 価大学
本論 文では、先の2論 文 を継承す る形 で、以 下の6大 学 について検討す る。
19大東文化大学20高 千穂商科大学21拓 殖大学22多 摩大学
24中央大学26東 海大学
本研 究の 目的 は、具体的 な学 部 ・学科 の カ リキュ ラム を検討対 象 と しなが ら も、
あ くまで学部教育の カ リキュラム改革の方向性 を見出す こ とにあ る。 しか も、カリ
キ ュラムの検討 か ら導 き出 される 「方向性」であ ることがポ イン トで ある。各大学
の カリキュラム改革の共通点、個 々の特徴点、先進的 な改革点な どを、学科 カ リキ
ュ ラム レベルで明 らか にする。
五 研究方法
カ リキュラムの分析方法 として、各 カ リキュラムを以 下の共通 の枠組みで整理す
る。共通の枠組 みで見 るこ とによって、個 々の特徴 を明確 にす る と同時 に、共通点
を明確 にする。
?
?
大学番号 ・大学名
学部 ・学科
Cコ ー ス 名
Dコ ース開始年次
E卒 業要件単位数
F進 級要件
G履 修科目数制限
五十音順の大学番号 と大学名。
検討対象の学 部名 と、学部内のすべ ての学科名。○
は検討対 象学科 を示す。
検討対象学科の なかの コース名。「コース」とい う名
称 には、学生 が コー スに分 かれる場合 と、科 目の区
分や系統性 を示す場合があるが 、本論文 では、前者
を 「コース」 と して扱 う。
学生が コースに分かれて学習 を始め る年次。
卒業す るために必要な総単位数。詳細 な科 目区分 は、
必 要な場 合のみ記す。
2年次 か ら3年 次 に進級す るために設定 している修
得科 目に関す る条件 。ただ し、1年 次 か ら2年 次へ
の進級 条件があ る大学 もあるので 、この場 合は年次
を明記す る。
1年間または、半期(1セ メス ター)で 設定 してい
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る履修単位 数の上限、あるいは下限。
Hカ リキュラム区分 設置科 目群の区分 の名称 。区分 ごとの単位 数は、必
要な場 合にのみ記す。
1必 修科 目 学科 カ リキュラムの必修科 目。 ただ し、カ リキ ュラ
ム において、学科専 門科 目とその他の科 目の区分が
明確でない場合や、 カリキュラムの特徴 を理解す る
上で、必要 な場合 には、 カリキ ュラム全体 につ いて
記す。
J初 期教育 大学教育や大学生活への導入科 目。 カリキュラム上
で初期 教育 科 目 と明 示 されて い るわけで は ないの
で、カ リキュラム全体 を見て判断する。
K専 門演習 学部教育の総 まとめ としての演習につ ながる一連の
演習科 目。
Lセ メス ター制4年 間 を8セ メス ター として、半期完結科 目で構成
す る授 業の実施状 況。 当該学部で 「セ メス ター制」
と称 していて も、通年制の授業内容 を前期 ・後期 に
分 け た2単 位 科 目の設置 を示 して い る場 合が多 い
が、 これ らの実施内容 も含めて示す。
M学 科 カ リキュ ラムの特色… カ リキュラムの システム上 の特徴 。 これは、全学 カ
リキュラム と切 り離せ ない場合が多いが、学科 カリ
キュラムの側か ら見出せる特徴 をあげる。
以上 の13項目に関 して、各大学 の資料内容 の検討結果 を、項 目ごとに整理 して記
述するが、実施 されていない場合や、資料 か ら該 当す る内容の判断がで きない場合
は、その項 目の記述 は空 白とす る。また、1学 部が第一部 と第二部 か らなる場合は・
第一部のカ リキュラム を対象 とす る。
資料 は、1998～2001年度 までの大学案内、履修 要覧、講義計画、ホームページな
どであ る。1998～2000年度入学者のカ リキ ュラムについては、大学案内 と履修 要覧
等 を資料 としてお り、2001度入学者 のカ リキュラムについては、大学案内 を資料 と
して用い る。 また、専 門演習 な ど、3・4年 次 の科 目内容 と開講ゼ ミナール数 など
については、該 当する入学年度 の上位年次 生に開講 されている もの を資料 とす る。
資料の性格上、引用 ・出典 注はすべ て本文 中に数字 で表記す る。 た とえば、1-
99-1-3とい う表記 は、「大学番号 一資料 に付 されている年度 一資料番号 一資料 の
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ペー ジ」を示 している。引用 ・出典が複数ぺ0ジ にわた る場合 は、「～」と表記す る。
記述 の方法 と して、1998年度 の入学者用 カ リキュラムを示す場合 に、「1998年度
カ リキュラム」 と称す る。他の年度 につ いて も同様 に扱 う。 また、科 目名 に 「 」
をつけ、科 目区分等 と区別す る。
皿 各大学におけるカ リキュラム
A大 学番号 ・大学名
19大 東 文 化 大 学
B学 部 ・学科(○ が対象学科)
1999年度 まで
学部名=経 済学部
学科名:○ 経営学科 経済学科
2000年度か ら
学 部名:経 営学部
学科名:○ 経営学科 企業 システム学科。19-01-}1
Cコ ース名
2000年度 カ リキュラムか ら19-00-11-6
*経営 コー ス:経 営 学全般 に関す る知識 と、企業 で活かせ る実践的 な能力 を育成
し、国際的 な視野の獲得 を図 る。
*会計 コース:会 計 学 を中心 に、経営学 ・法学 ・経済学 を学 び、税 理士 、公認会
計士 な どの、専 門資格 もめ ざせ る専 門会計 能力 を修得 。19-0}}
68
Dコ ース開始年次
2000年度 カリキュラム
2年次 。19-004L8～9
2001年度 カ リキュラム
3年次。19-01-1-68
E卒 業要件単位数
124単位。19-00-11-5、19-01-1-70
F進 級要件
基礎教育科 目の必修単位12単位 を含む40単位以 上。19.00.11-5
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G履 修科 目数制限
各年次 とも40単位。19-00-1}19
Hカ リキ ュラム区分
基礎教育科 目、専 門教育科 目、総合教育科 目か らなる。それぞれ、必修科 目 ・選
択科 目 ・自由科 目か らなる。19-00-11-16～17
1必 修科 目
1年次:基 礎教育科 目 「経営学基礎演習」 「情報処理の基礎A」 「情報処理 の基
礎B」 「経 済学A」 「経済学B」
専門教育科 目 「経営学総論A」 「経営学総論B」 「会計学総論A」 「会計
学総論B」 「簿記原理1」 「簿記原理H」
総合科教育科 目 「総合体育1」 「総合体育II」
2年次:専 門教育科 目 「経営 管理論A」 「経営 管理論B」19-0041-19～24
J初 期教育
1年次:「経営学基礎演 習」(基礎教育科 目 ・必修科 目 ・4.,位)19-0041-9
「本演習は、3年 次 ・4年次 で行 う 「専 門演習」 いわゆ る専 門ゼ ミの授 業の形式
お よび進 め方 、あ るいは また、大学生 と しての物の考 え 方や論理 の組み 立て方 を
1・2年 次 の うちにある程度 身につけてお こうとい うのがその主 たる目的です。
したが って、履修 した学 生諸君 には、課題 となるべ きテーマ を与え、それに即 し
た資料 もしくは ノー トを作 成 して もらい、発表 して もらうか、 または・テーマ に沿
った書籍 を輪読す る形式で 、資料(レ ジュメ)な どを作成 ・整理 し、順 に発表 し、
その問題 について討論 を してい くといった ことを行 って もらい ます。」19-00-12-11
K専 門演習
2000年度 カリキュラムか ら
2年次:「 経営学演習」(専門教育科 目 ・選択科 目 ・コース共通 ・4単位)
3年次:「 経営学演習1」(専 門教育科 目 ・選択科 目 ・コース共通 ・4単位)
4年次:「 経営学演習H」(専 門教育科 目 ・選択科 目 ・コース共通 ・4単位)
「経営学演習」 で は、「さまざまなテ ーマ に沿 って、 レジュ メを作成 ・発 表 し、
み んなで討論 す る こ とを通 して、問題 を発 見 し、解 決す る能力 を身 につ け ます。」
19-014-713年次の 「経営学演 習1」 では、「経営学 や会計学の専門分野 を決 め、
深 く学習 します。学外での調査 を行 った り、資格取得 を目標 に した基礎づ くりをす
るゼ ミもあ ります。」19-01-1-71「4年次 「経営学演習H」 で は、「経営学演習1」
で取 り組んだ内容 をさらに深 く追求 し、専攻 となるテーマ を研 究 します・研究成果
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は・卒業論文 と して まとめあげるゼ ミもあ ります。」19-Q1-1-71
Lセ メスター制
半期 科 目と通 年科 目が ある。 また、半期 に週2回 授 業 を行 う場 合 もある。19-00-
1}4
M学 科 カ リキュラムの特色
1.カ リキュラムは、1995年度 か ら実施 された。2000年度か ら経営学部が新設 され、
新 々カ リキュラムが実施 されてい る。
2.2000年度か ら2コ ース制が実施 され、履修モ デル コースが示 されてい る。19-
00-1}32～33
3.科 目名 として、1・H科 目、A・B科 目、ABCD科 目を設 けて、科 目の性格 を
次の ように区別 している。
1・H科 目は、1の 単位 を修得 した後 でなければHを 修得で きない科 目
。
A・B科 目は、A、Bの どちらの科 目か ら履修 して も構 わない、あ るい は同時
に履修 して も差 し支 えない科 目。
ABCD科 目は、その科 目の中にサ ブタイ トル を持つ複数 の科 目。 アルフ ァベ ッ
トの数分の科 目数 を履修 するこ とがで きる。19-00.11.4
2001年度 カ リキュラムでは、1・H科 目が減少 し、ほ とん どの科 目がA・B科
目になっている。
4・総合教育科 目の 自由科 目は、以下の7群 に区分 されている。
2000年度 カ リキュラム
A〔 環境 ・資源 ・情報〕群
B〔 地域研究 と異文化理解〕群
C〔 現代社会 と人間〕群
D〔 現代 文化 と表現〕群
E〔 文化 と歴史〕群
F〔健康 とスポー ツAB〕 群
総 合教育特殊講義AB。19-00-11-24～30
2001年度 カリキュラムか ら
A〔 環境 ・資源 ・情報〕群
B〔 地域研 究 と異文化理解〕群
C〔 現代社 会 と人間〕群
D〔 現代 文化 と表現〕群
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E〔文化 と歴史〕群
F〔健康 とスポーッ〕群
総合教育特殊講義。19-01-1-104
51年 次か ら4年 次 まで、必修あるいは選択科 目として演習科 目を設置 してい る。
A大 学番号 ・大学名
20高 千 穂 商 科 大 学
B学 部 ・学科(○ が対象学科)
学部名:商 学部
学科名:商 学科 ○経営学科
Cコ ース名
Dコ ース開始年次
E卒 業要件単位数
124単位。 ただ し、4年 次 に8単 位取得 していない場 合は、条件 を満た していな
いこ とになる。4年 次8単 位 に含 まない科 目は、「課外 スポー ツ」・卒業認定 され な
い教職科 目、飛 び級 による下位科 目、「ゼ ミH・IH」、保健体育。20-99-11-65
F進 級要件
G履 修科 目数制 限
表のように年次ごとの履修上限単位数と履修加減単位数
区 分 1年 2年 3年 4年
履修上限単位数 46 46 46 46
履修下限単位数 34 36 20 8
20-00-11-14
Hカ リキ ュラム区分
中心科 目群(必 修科 目 ・1年 次)、学部共通基礎 科 目群(選択科 目 ・1～2年 次)、
経営学科基礎科 目群(選 択科 目 ・2～3年 次)、応用科 目群(選 択 科 目 ・3～4年
次)、関連科 目群(選 択科 目 ・3～4年 次)、EC群(選択科 目)、外 国語群(選 択科 目)、
健康 とスポー ツ群(選択科 目)、ゼ ミ群(選 択科 目)、海外留学、教職科 目群 か らなる。
20-00-11-64
1必 修科 目
中心科 目群
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1年次:A群 「文化 と歴 史」「人間 と社 会」 「自然 と環境」(各4単 位)
B群 「経済の世界」 「生活 と流通」 「企業 と社会」(各4単 位)
C群 「基礎 コンピュー タ」 「ECIA」「ECIB」(各2単位)
「ゼ ミ1」(4単 位)20-00-11-63
J初 期教育
1年次:「 ゼ ミ1」(中 心科 目群 ・必修科 目 ・4単位)20-98-}14
担 当教員 ご とにゼ ミナmル の テーマ を示 し、学 生はいずれかのテーマのゼ ミナ_
ル を選択 す る。履 修者 数 に制限 があ るため 、予備 登録 を した うえで 、履 修 す る。
20-99-11-77「ゼ ミ1」 のテ0マ と担 当教員お よびゼ ミ概 要の紹 介がある。20-98÷
21～23こ れか ら判断す る限 り、旧一般教育 をは じめ とす る多様 な分野の教員 が担
当 している。
2年次以 降のゼ ミナール との関係 を見る と、履修の上で は、 「ゼ ミ1」 の単位 を
取得す ることが・「ゼ ミH」 又は 「ゼ ミ皿 ・IV」を履修す る前提条件 となっている。
20-00-11-67
また・内容的 な面で、2年 次以降のゼ ミとの関係 をみ る と、「1年次のゼ ミ1.は
必修 で、ゼ ミ教育の入門的役割 を果 た します。それ は2年 次 か らのゼ ミII.(選択)
と3年 次 か らのゼ ミm.・ゼ ミIV.(選択)へ と継続 し、一般の講義 では得 ることの
で きない・学究への深 い満足感 を得 ることが で きるシステム となってい ます。」20-
98-1-21と説明 されている。1998年度の大学案内では36ゼミ、2000年度の大学案内で
は34ゼミの内容が紹介 されている。20-98--1-21～23、20-00-1-21～23
担当教員 ご とに自然科学、社 会科学、人文科学、スポーツの広 が りの中か らテー
マ を選択 している。
K専 門演習
2年次:「 ゼ ミn」(ゼ ミ群 ・選択 科 目)
3年次:「 ゼ ミIH」(ゼミ群 ・選択科 目)
4年次:「 ゼ ミIV」(ゼミ群 ・選択科 目)
「ゼ ミナールは大学の勉学の真髄 といわれ てい ます。本学 はゼ ミナール教育 を重
視 し、1年 次 か ら4年 次 まで、 さまざまな形のゼ ミナール を開講 してい ます。 しか
も、商学 ・経 営 ・会計 ・経 済 ・法学 な どの幅広 い分 野 にわた って100近い多種 多様
な科 目が要 されてい ます。」zoOO-}21ゼミを重視す る大学の姿勢が窺 われる。
「ゼ ミII・皿 ・IV」を履修 した結果 と しての修得単位数は、その継続期 間に よっ
て異 なる。「ゼ ミII・1皿・IV」が 、同一教員の場合は、12単位。「ゼ ミ皿 ・IV」が同
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一教員の場合 は、8単 位。いずれ もゼ ミ卒業論文提 出は必須 となっている。ゼ ミ論
文の提 出要領 も統一 された ものがあ り、『履修要項』 に掲載 されている。2(}-99-11-
81
また、履修継続 に関 して も、学生の履修態度が問われ る。「年度の途 中において、
ゼ ミ担当教員 よ り 「ゼ ミ除籍」 と判 断 され通知 された場合 は、当該年度のゼ ミ履修
お よび過年度の 同一 ゼ ミの履 修 を削 除 し、翌年度 の同一教 員のゼ ミ履修 は認 め な
レ、o」20-99-11-79、20-00-11-79
「ゼ ミー-・m・IV」のテーマ と担 当教員、概要 についての紹 介があ る。商学群 ・
会計学群 ・経 済学群 ・法学群 ・総合群 の区分 に分 かれている。募集年次は、ゼ ミご
とに異 なってお り、「2年次」 「2～4年 次」 「3・4年 次」等 、明記 されてい る。
20-98-1-24～28
2000年度 の経営学科開講ゼ ミ数は、2年 次 開講2ゼ ミ、2～4年 次生開講12ゼミ、
2・3年 次 開講7ゼ ミ、3・4年 次 開講3ゼ ミ、4年 次 開講6ゼ ミ、計30ゼミ。経
営 ・情報 ・法律 にかかわる分野のテーマで開講 されてお り、テーマか ら判断す る と、
専 門分野の教員が担 当 している。20-00-}24～25
Lセ メスター制
M学 科 カ リキ ュラムの特 色
1.専 門教育科 目は、経営 分野 ・会計分 野 ・情報分野が 、「3つのゆ るい分野」 と
して設け られている。20-99-1、20-00-1
2.1年 次必修 の 「ゼ ミ1」 は、担 当教員の専 門に関 わる研究テーマが提示 されて
いる。2・3年 次 のゼ ミも、ゼ ミナールにつ いての新 しい発想 を得 られ る。
3.学 部内科 目の 「飛 び級」履修制度 を実施 してい る。大学で指定 している資格 の
取得者 は、希望すれば上位年次 配当の科 目を履修で き、その科 目の単位取得 を条
件 と して、 下位科 目(飛 び級希望の科 目)の 単位 を認定する。20-00-11-70～76
A大 学番号 ・大学名
21拓 　直大 学
B学 部 ・学科(○ が対象学科)
学部名:商 学部
学科名:○ 経営学科 貿易学科
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Cコ ース名
*経 営 コース:「経営 の ジェネラ リス トをめ ざす コースで、 ビジネス全般 で活躍
で きる ようにカリキュラムが組 まれてい ます。」
*会 計 コース:「会計専門家、す なわ ち公 認会計 士や税理士の養成 をめ ざす コー
スで、 日商の簿記検 定合格 を全面的にバ ックア ップ したカ リキュ
ラムが特徴的です。」
*経 営 情報 コー ス:「 コン ピュー タを自由自在 に扱 える、 ビジ ネスに精通 した
人材 を養成す ることをめ ざ しています。」
*流 通 コー ス:「特 に流通 ・販売 に強 い人材 を育成 するための コースで、そのた
めの知識 を徹底的 にたた き込み ます。」21-00-1.24
Dコ ース開始年次
2年次。21-00-11-16
E卒 業要件単位数
126.単{立021-00-11-17
F進 級要件
共通科 目 ・教養科目
・保健体育科 目
外国語科 目 ・英語
・第2外 国語
20単位以上(人 文 ・社会科学系列、自然科学系列、
総合科 目系列)
2単位以上(「生涯スポーツ基礎演習の
4単位以上(1年 次配当科目)
4単位以上(1年 次配当科目)
1篇1-}20単位以上(「電子計算機論」は必ず修得)
50単位以上
G履 修科 目数制限
1～3年 次54単位以 下、4年 次8単 位 以上。21.00.11.21
Hカ リキ ュラム区分
21-00-11-18
共通科 目、外国語科 目、専 門科 目、ゼ ミナール、 自由科 目か らなる。
共通科 目は、教養科 目(人文 ・社会科学A・B群 、人文 ・社 会科学C群 、 自然科
学、総 合科学)か らなる。
外 国語科 目は、英語、第2外 国語か らなる。
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専 門科 目は、学部基礎科 目、コース基本科 目、関連科 目か らなる。
自由科 目は、副専攻 を選択 した場合の単位 も含む。21-00-11-17
1必 修科 目
専門科 目
経営 コース、会計 コース、経営情報 コース、流通 コースの コース ごとに、「学部
基礎科 目」「コース基本科 目」 「ゼ ミナール」 か ら必修科 目を設定 している。
経営 コース
1年次:学 部基礎 科 目 「電子計算機論」「簿記原理」
2年次:学 部基礎科 目 「会計学総論」 「経営学総論」
3年次:コ ース基本科 目 「経営管理総論」
会計 コース
1年次:学 部基礎科 目 「電子計算機論 」「簿記原理」
2年次:学 部 基礎科 目 「会計学総論 」
コース基本科 目 「原価計算論」「L級簿記論」
3年次:コ ース基本科 目 「財務会計論」「会計監査論」「管理会計論」
経営情報 コース
1年次:学 部基礎科 目 「電子計算機論」 「簿記原理」
2年次:コ ース基本科 目 「情報基礎論」「プログラム演習(1)」
3年次:コ ース基本科 目 「経営情報管理論」「システム設計論」
流通 コース
1年次:学 部基礎科 目 「電子計算機論」 「簿記原理」 「流通総論」
2年次:学 部基礎科 目 「会計学総論」
コース基本科 目 「マーケテ ィング」
3年次:コ ース基本科 目 「流通産業論」21-00-11-26～29
J初 期教育
1年次:「1年 基礎ゼ ミナール」(ゼ ミナール ・選択科 目)
「幅広 い視 野 、論 理 的思 考 、学 習意欲 の向上 な ど、大学 での 「学 問の学 び方」
「研究の方法」が少人数で学べ る。」21-99-}9
2000年度の 「1年基礎 ゼ ミナール」は、2コ マ開講 されている。テーマはそれぞ
れ 「なぜ モ ノが売 れるのか を考 える」「コ ミュニケーシ ョンにつ いて考 える」21-0(}-
12-585～586であ り、経営学 の基礎 となる と同時 に、大学教育の導入 となる ように
授 業の進め方 も工夫 されている。
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K専 門演習
2年次:「 プロゼ ミナール」(ゼ ミナール ・選択科 目)
3年次:「3年 ゼ ミナール」(ゼ ミナ 一ール ・選択 科 目)
4年 次:「4年 ゼ ミナール ゼ ミナール論文」(ゼ ミナール ・選択科 目)
21-00-11-26～29
「プ ロゼ ミナールJは 、「1年基礎 ゼ ミナー ル」 を さらに発農 させ たい学生 や、
3年次 か らのゼ ミナール よ り前 に専 門分野の研究 を したい学生の ため に設け られて
いるQ21-99-1-9
2000年度 は6ゼ ミナールが開講 されてい る。 テーマは 「日本の企業 入門 ・日経 ビ
ジネス編」 「ヘ ミングウェイ研究」 「現代 マー ケテ ィングの課題」 「東 ア ジア国際関
係論 入門」 「チ ャイニー ズネッ トワー クの研究」「経営学 入門」。21-0041-587～592
ゼ ミナールは、3・4年 次連続 で行 われる ものが多 いが、3年 次 もしくは4年 次
に単独 のテーマ を設定す るこ ともある。政経学部のゼ ミナールを履修す るこ ともで
きる。2001年度の大学案 内で紹 介 されている、両学科 に共通 しているゼ ミナールは、
会計9ゼ ミ、経営6ゼ ミ、法律3ゼ ミ、経営情報5ゼ ミ、流通2ゼ ミ、国際 ビジネ
ス4ゼ ミ、国際 コ ミュニケーシ ョン2ゼ ミ、共通教養6ゼ ミ、語学6ゼ ミ、教職3
セ'ミ021-01-1-23
Lセ メスター制
M学 科 カ リキュラムの特色
1.1999～2001年度 のカ リキュ ラムは基本 的に変化 な し。 ただ し、3年 次必修 だっ
た 「ゼ ミナール」が2000年度 か ら選択科 目となる。2}99-}9、2}00-}25、21-0!-
1-19
2.副 専攻 を選択 で きる。副専攻 には教職副専攻、外 国語副専攻があ り、この どち
らかを選択 して登録す る。3年 次の履修科 目届提 出の際 に届 け出て、卒業 まで継
続す る。21-00-11-17
3.自 由科 目は、教養科 目、保健体育科 目、ゼ ミナールの指定 単位超過取得分 及び
他 学部 ・学科 ・コース科 目、選択外 国語、教職科 目、社 会教育 主事科 目、 日本語
教 員科 目の取得単位 を、卒業要件 単位 と して認定す る ものである。21-00-1}17
これ によって、多様 なゼ ミナールのなかか らの複数の履修 や、学生の学びたい
分野の集 中的 な学習 を、卒業要件単位の 中で有効 に活かす こ とがで きる。
4.副 専攻 を選択 した場合 、自由科 目区分が副専攻区分 に変 わ り、指定 された科 目
以外 の単位 は認定 されない。全体の単位 数構成の面で も変化があ り、専門科 目の
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関 連 科 目が4単 位 減 少 し、 自 由 科 目が4単 位 増 加 す る 。21-00-11-17一
A大 学番号 ・大学名
22 多摩 大 学
B学 部 ・学科(○ が対象学科)
学部名:経 営情報学部
学科名=○ 経営情報学科
Cコ ース名
春学期入学生
秋学期入学生
*一・般 春 コ ー ス
*一 般 秋 コ ー ス
*グ ロ ー バ ル ・マ ネ ジ メ ン ト ・コ ー ス(GMC)22-00-1}6
GMC選 択 の 資 格 条 件 は 、TOEFL420点以 上 、TOEIC450点以 上 、
IELTS4.5以上 の い ず れ か の 語 学 力 を有 して い る者 。22-0041-30
Dコ ース開始年次
入学時。22-00-11-30
E卒 業要件単位数
132単位。22-99-1-12
F進 級要件
1年次 か ら2年 次への進級要件。必修 ・選択 を問わず20単位以 上修得す ること。
2年次か ら3年 次へ の進級要件。基礎教育科 目の必修単位20単位 を含め、55単位
以上 を修得すること。22-00-11-30
G履 修科 目数制限
Hカ リキ ュラム区分
基礎教育科 目と専 門教育科 目か らなる。
基礎教育科 目は、A企 業活動 と社会環境 、B情 報技術 と企業経営 、C問 題の分析
と解決、D自 己表現 と他者 の理解 、E外 国語、G基 礎学習か らなる。
専 門教育科 目は、A企 業活動 と社 会環境 、B情 報技術 と企業経営、C問 題の分析
と解決 、F創 出か らなる。22-00-11-7
一般春 コース、一般秋 コースの場 合、必 修 ・選択必修 科 目か らなる。 グローバ
ル ・マ ネジメ ン ト ・コースのみ さらに選択科 目が加 わる。22-00-11-10～26
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1必 修科 目
一般春 コース:基 礎教育科 目 外 国語(「英語1 ・II」または 「中国語1・H」
の どち らか4単 位)、基礎 学習(「経営基礎1・
n」 「情報基礎1」16単 位〉
専門教育科 目 創出(「演習V」 または 「卒業課題制作」の どち
らか2.単位)22-0041-15
一般秋 コース:基 礎教育科 目 外 国語(「英語1 ・n」 または 「中国語1・II」
の どち らか4単 位)、基・礎 学習(「経営基礎1・
H」「情報基礎1」16単 位)
専 門教育科 目 創出(「演習V」 または 「卒業課題制作」 の どち
らか2単 位)22--00-11-20
グローバ ル ・マ ネジメン ト・コース:
基礎教育科 目 自己表現 と他 者の理解(4単 位)、外 国語(英 語
また は 中 国語 の どち らか8単 位)、 基 礎 学 習
(「経営基礎1・II」 「情報基礎1」16単 位)
専 門教育科 目 企業活動 と社 会環境(8単 位)、創 出(12単位)
22-00-11-25
J初 期教育
K専 門演習
専 門演 習の科 目お よび配当期 は、 コースによって異 なる。
一般 春 コース
2年次春:「 基礎演習」(創出 ・選択必修科 目)
2年次秋:「 演習1」(創 出 ・選択必修科 目)
3年次春:「 演習n」(創 出 ・選択必修科 目)
3年次 秋:「 演習 皿」(創出 ・選択必修科 目)
4年次 春:「 演習酬(創 出 ・選択必修科 目)
4年次秋:「 演習V」 「卒業課題制作」(創出 ・どちらか2単 位必修)22-00-11-14
一般秋 コース
1年次春:「 基礎 演習」(創出 ・選択必修科 目)
2年次秋:「 演習1」(創 出 ・選択必修科 目)
2年次 春:ヂ 演習H」(創 出 ・選択必修科 目)
3年次秋:「 演習m」(創 出 ・選択 必修科 目)
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3年次春:「 演習IV」(創出 ・選択必修科 目)
4年次秋 二 「演 習V」 「卒業課題制作」(創出 ・どちらか2単 位必修)
4年次春=「 演習～唱(創 出 ・選択必修科 目)22-00-11-20
グローバ ル ・マネジメン ト・コース
1年次春:「 基礎演習G」(創 出 ・必修科 目)
2年次秋:「 演習1」(創 出 ・必修科 目)
2年次春:「 演習II」(創出 ・必修科 目)
3年次秋:「 演習 皿」(創出 ・必修科 目)
3年次春:「 演習IV」(創出 ・必修科 目)
4年次秋:「 演習V」(創 出 ・必修科 目)
4年次春:「 演習V【」(創出 ・選択科 目)22-00-11-25
「基礎演習」 を専 門演習 に位置づけるべ きか どうか は判断に迷 うが 、初期教育 に
位置づける内容ではないので、 この位 置づ けを選択 した。専門学習 を進 めるための
基礎 的 な知識 の修得 の ため に設置 され てい る。 「各担 当教 員の専 門分野 に関連 し、
専 門的学習へ進 む上で必 要な基礎的な知識の修得 を目的 と してい ます。例 えば、専
門書の読み方 、デー タの集め方、 レポー トの書 き方 、 レジメを用意 しての プレゼ ン
テ 一ーシ ョンな どにつ い て学 習 します 。」22-00-11-8
1999年度 の 「基礎演習」担 当者は6名 、「基礎 演習G」 担 当者 は1名 ・ゼ ミごと
にテーマ と評価方法が異 なる。22-99-12-184～1902000年度の 「基礎演習」担 当者
は2名 、「基礎演習G」 担 当者 は1名 。z2-oolz-186～189
「演習1・II・ 皿 ・IV・V」は、「各担当教員の専 門分野 について、2年 半又は
3年 間継続的 に、深 く専 門的に学習する ことを目的 としてい ます。すなわち、各担
当教員の専 門分野 によってそれぞれ特徴が あ り、 また、個別指導 に重点 を置いてい
るため小 人数で行 われる授 業です。従 って、演習 については履修者の選抜 を実施 し
ます。」22-00-11-8とあ るように、同一教員の下で継続 し、選抜 に よりゼ ミナール
が決定す る。
演習が2年 次 と3年 次 にわたるため、進級 と関わる問題 も確認事項 となってい る。
「演習1」 の単位 を修得 したが3年 次 に進級で きなか った場合 、進級後 に 「演習II」
を継続す ることがで きる。進級 で きて も 「演習1」 の単位が履修で きない と・演習
の履修資格がな くなる。 また、継続すべ き演習の単位が途 中で修得で きなかった場
合、その時点 で演習の履修資格が な くなる。
「卒業課題制作」 は、一般春 コース と一般秋 コースの学 生用 に設置 されてい る科
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目で・演 習 を選択 しない学生 あるいは修得 で きない学生 に とって必修科 目となる
。
22-00-11-8～9
2000年度 の 「演習1・H・m・IV・V」 全科 目を開講 しているのは21ゼミ。「演
習1」 のみ の開講 は1ゼ ミ。「演 習1・H・ 皿」 の開講 は2ゼ ミ。 「演習II・皿.
IV・V」の開講 は1ゼ ミ。r演習IV・V」 の開講は3ゼ ミ。合計28ゼミ。「卒業課題
制作」 は1ゼ ミ。22-00-12-190～218各ゼ ミのテーマ をみる と、経営情報の分野 を
中心 と して・異 文化問 コ ミュニケー シ ョン、科学 的な見方の育成 、中国思想 と現代
社 会・構成 メ ンバ ー と教員 でテーマを決め る もの 、 レジ ャーや スポー ツ現象関係 、
英語能力の育成、現代社会 に適応す るための・基礎力、問題意識 ならびに 自己表現能
力 ・コ ミュニケーシ ョン能力の育成 とい う広が りが ある。
Lセ メスター制
セメス ター制 を実施 している。すべての科 目が半期完結型の科 目になっている
。
「1・II」に分 けて行 われる授 業 は、それぞれ春学期 か秋学 期 に開講 され ている。
一見、4単 位科 目を2単 位科 目に分割 しただけの ように見えるが、必修科 目を限定
し、「1」「H」科 目の履修条件 を除 くこ とに よって、相 互に独 立 した科 目 とな り、
完全セ メス ター制 を実施 しているの と等 しい履修 の 自由が得 られている。非常 に工
夫 されて いる。22-00-11-10～25
M学 科 カ リキ ュラムの特色
1.秋 学期入学 を積極的に位置づけ、カリキュラムにおいても特色 を出 している。
2.科 目区分がユニー クで学部の教育 目的 を明確 に打 ち出す もの となってい る
。
3.各 科 目区分 に配 されている科 目群 も、教 育 目的や科 目区分 に沿 うもの となって
いる。
4.演 習科 目の重視 と同時 に、その代替科 目と しての 「卒業課題 制作」の設置が特
徴的であ る。 その授 業運営 について、 ここで触 れてお く。月1回 の集合学習 に出
席 し、規定 の読書報告 を期 日内に提 出す る。 この 間の各 自の積み重ね によって卒
業課題 を期 日内 に提 出す る。基本 的 には論 文形式 で作成 された もので、24000字
以上の もの。音楽や映像作品 、コ ンピュー タ ・ソフ トな どの制作 、企業経営 や事
業運営 なども課題 テーマにふ くまれてお り、 これ らの作品 に、作品製作 の意 図や
作成過程 の レポー ト、社会的 な意義 を記述 した論文 を添 えて提出す る。22-00-12-
190
5・ カリキュラム運営 と関わって、「教員の都 合 による休講」 がない ことの明記22-
00-11-7、1年次 か ら2年 次へ の進級要件の設定 、成績優秀者への褒賞制度の実施
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22-00-11-34など、 カ リキ ュ ラ ム へ の 構成 員 の 真 剣 な 姿 勢 を促 して い る 。一
A大 学番号 ・大学名
24 中央 大 学
B学 部 ・学科(○ が対象学科)
学部名:商 学部
学科名:○ 経営学科 会計学科
Cコ ース名
Dコ ース開始年次
E卒 業要件単位数
1999年度カリキュラムまで
136単位 。24-99-11-69
2000年度 カ リ キ ュ ラ ム か ら
124一単位 。24-00-11-44
F進 級 要 件
G履 修 科 目数 制 限
X999年度 カ リキ ュ ラ ム ま で
商業 ・貿易学科 金融学科
1年次41単位、2年 次43単位、3・4年 次44単位 、計172単位。24-99-11-69
2000年度 カリキュラムか ら
1年次36単位 、2年 次 ～4年 次 各40単位 、合計156単位。24-00-11-67
Hカ リキュラム区分
1999年度 カリキュラム まで
基礎科 目、基本科 目、関連科 目、外国書講読 、専門演習 、基礎演習、課題科 目、
総 合講座 、外国語科 目、保健体育科 目か らなる。
基本科 目は、共通基本科 目、管理論系、情報論系 か らなる。
外 国語科 目は、第一外 国語 、第二外国語 、選択外 国語か らなる。
保健体育科 目は、講義 、実技 か らなる。24-99-11-69
2000年度 カリキュラムか ら
基礎 科 目、基本科 目、プ ログラム科 目、経済 ・法律科 目、関連科 目、総合 人間科
目、演習科 目、外国語科 目、健康 ・スポーツ科 目か らなる。
基本科 目は、共通基本科 目、管理論系、情報論 系か らなる。
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外国語科 目は・第…外 国語、第二外国語、選択外国語か らなる。z400.11.44
1必 修科 目
1999年度 カリキュラムまで
1年次:[基礎科目]「経済学」
基本科目 ・共通基本科目 「経営学(講 義 ・演習)」
外国語科目 ・第一外国語 「英語1～n」
外国語科目 ・第二外国語
保健体育科目 「体育実技1」
2年次:[基礎科目]「経済原論」
基本科 目 ・共通基本科目 「経営学原理」
外国語科目 ・第一外国語 「英語m～IV」
外国語科目 ・第二外国語
保健体育科目 「体育実技II」(2・3年次)
3年次:基 本科 目 ・競 翻 「経営管理論」24-99-11-78、90-91
2000年度 カ リキ ュ ラ ム か ら
1年 次:外 国 語 科 目 ・第 一一外 国 言吾 レ ギ ュ ラ ー コ ー ス
、 基 礎 コ ー ス 、 ア ドヴ
ァ ン ス ト ・コ ー ス に 分 か れ る 。 コ ー ス に よ
っ て 科 目 が 異 な る。
外 国 語 科 目 ・第 二 外 国 語 レ ギ ュ ラ ー ・コ ー ス と イ ン テ ン シ ブ .コ_ス
に 分 か れ る 。 コ ー ス に よ っ て科 目が 異 な る 。
健 康 ・ス ポ ー ッ科 目
2年次:[麺麺 司
基本科目・共通魎 亘]
外国語科 目 ・第…外国語
外国語科目 ・第二外国語
健康 ・スポーッ科 目
3年次 基本科 目 ・共通基本科目
J初 期教育
1999年度 カ リキュ ラムまで
「健 康 ・ス ポ ー ツ1」
「経 済 原 論 」
「経 営 学 」
レギ ュ ラ ー ・コ ー ス 、 基 礎 コ ー ス 、 ア ドヴ
ァ ン ス ト ・コ ー ス に 分 か れ る 。 コ ー ス に よ
っ て 科 目 が 異 な る 。
レギ ュ ラ ー ・コ ー ス と イ ン テ ン シ ブ ・コ ー ス
に 分 か れ る 。 コ ー ス に よ っ て 科 目 が 異 な る。
「健 康 ・ス ポ ー ツII」(2・3・4年 次)
「経 営 管 理 論 」(3・4年 次)24-00-11-66～67
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1年次:「 教養演習」(課題科 目 ・選択必修科 目)
1年次 ～4年 次:基 礎演習(基 礎演習 ・選択科 目)
「教養演習」 と基礎演習が対 になって、学部教育の導 入 と専 門的基礎力づ くりの
導 入 としての役割 を果 た してい る・
「教養演 習」 は、「人文 ・自然 ・社会科学の幅広 い分野 にわたって設置 され た特
定のテーマ について、討論 ・発表 な どをお こない、文献調査やプ レゼ ンテー ション、
論文作成 な どの基礎 的能力 を養 い ます。」24-99-11-74詳細 は教養演習要項 に示 さ
れている。
基礎演習 は科 目区分 を示す。 この科 目区分名の もとに・8つ の演習が配置 されて
いる。24-99-11-92
科 目名 は、「情報処理演習1」 「情報処理演習II」「簿記演習1」 「簿記演習H」
「計量分析演習1」 「計量 分析演習H」 「数学演習1」 「数学演習II」
これ らの科 目は、レポー ト作成 ・研究発表 に必要 な 「コンピュー タの操作、簿記、
数学な どのテ クニ ックを養成す るための トレーニ ング演習」24-99-11-74である。
2000年度 カリキュラムか ら
1年次:「1年 次演習」(演習科 目 ・選択科 目)24-00-11-67
「1年次演 習」 は、1999年度 カ リキュラムのf教 養演習」の名称変更科 目にあた
る こ とが 、次 の 「1年次 演習」 につ いて の説 明 か らわか る。 「1年次演 習 は、 人
文 ・自然 ・社会科学の幅広 い分野 にわたって設置 された特定のテーマ につ いて、討
論 ・発表 な どをおこない、文献調査 やプ レゼ ンテーシ ョン、論文作成 な どの基礎 的
能力 を養い ます。」24-00-11-50詳細 は1年 次演習要項 に示 されている。
K専 門演習
1999年度 カリキュラム まで
3年次:「 演習1」(専 門演習 ・選択科 目)
4年次:「 演習II」「演習論文」(専門演習 ・選択科 目)24-99-11-90
「演習1」 と 「演 習H」 は、連続 して同一教員が担当 し・「演習1」 は3年 次履
修科 目であ り、再履修す ることはで きない。 また、3年 次 に 「演習1」 を履修 して
いない と、4年 次 に 「演習H」 を履修す ることはで きない。24-99-13-12履修希望
者は、2年 次の9月 に配布 される専 門演習の要項 を読 み、2年 次の10月の募集 に申
し込む。担任教員の選考 によって、履修 の可否が決定する。24-99-1}74
また、「演習H」 の登録 をす る と、自動的 に 「演習論文」(4単位)も 登録 される。
24-99-13-13
268
研究論文●学部教育におけるカリキュラム改革の方向性(3)
2000年度 カリキュラムか ら
3年次:「 演習1」(演 習科 目 ・選択 科 目)
4年次:「 演習H」 「演習論文」(演習科 目 ・選択科 目)24-00-11-66～67
Lセ メスター制
1999年度 カ リキュラム まで
セ メス ター科 目、2単 位科 目、4単 位科 目が混在 している。24-99-11、12、13
2000年度 カリキ ュラムか ら
「商学部時間割 一一2000年度入学生適用 一」 の 「履修上 の注意事項」 にセ メスター
科 目につい て説明があ る・ 「前期 ・後期 のいずれ かの期間で 調2回 集 中的 に開講
される講座 をセ メス ター科 目とい う。履 修登録時、OMR用 紙 に各々2個 所 マー ク
す るので、十分注意す ること。」24-00-13(1).1
1年次 配当科 目では 「簿記論」 「会計学総論」 の2科 目がセ メス ター科 目 となっ
ている。
M学 科 カ リキュラムの特色
1.2つの履修 モデルで、ガイ ドラ インが示 されて いる。管理論 系科 目重視型、情
報論系科 目重視型。24-99-11-78～79、24-00-11-55～56
2.2000年度 カリキュラムか ら卒業要件単数 を削減 し、科 目区分 も変更 している。
① 科 目区分 の変更 に伴 って、基礎演習区分 と専 門演習区分が な くな り、 これ らの
区分 の中の科 目が新 た に設 け られた演 習科 目区分 に統合 され、「1年次演 習」
(選択科 目)が 新設 された。
② 外国書講読区分がな くな り、この区分の科 目が関連科 目区分 に移動 した。
③ 基本科 目 ・関連科 目区分の科 目のなかか ら経済 ・法律科 目区分が新 たに設定 さ
れた。
④ プログラム科 目区分が新 設 された。 この区分 は、職業 会計 人(公 認会計士、税
理士 ・国税専 門官 な ど)に 対応 した 「アカウン ト ・プログラム」 と、 ビジネス
英語資格 に対応 した 「ビジネス ・コ ミュニ ケー シ ョン ・プログラム」 に分 かれ
る。24-00-11-26
⑤ 科 目区分 や履修 モデル とは別 に、経 営学科 カ リキュ ラム概 念 図が 示 され てお
り、導入科 目、基礎 力養成科 目、 トレーニ ング科 目、教養拡大 ・判断力養成科
目、発展科 目、応用科 目の区分 と流れ図 に従 って、全科 目が配置 され てお り、
カ リキュラム表 とは違 った意味で、学科教育の全体像が見渡せる ようになって
いる。2499-11-18～19、24-00-11-10～11
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⑥ 全学共通 の語学教育 に関 して、第一外 国語 は、 レベ ルによ り基礎 コース、 レギ
ュ ラ_.コ ース、 ア ドヴァンス ト ・コースの3コ ースに区分 した。 また・第二
外 国語 はインテ ンシブ ・コース、 レギュラー ・コースに区分 した。24-00-11}27
⑦ フ レックス ・コース、 フレックス ・Plus1'コー ス
⑧ カ リキ ュ ラムや 学 部教 育 を支 える要素 としての 「オピニオ ン ・ボ ックス」の設
置 。「学生部 では、学生 か ら寄せ られる意見や提 案 をひ とつ ひ とつ委 員会 で検
討 し、関係部 署と も連絡 をと りなが ら、適切 に対応す る とともに・大学運営 に
反映す るよう心が けてい ます。
また、意見や提案 を寄せ ていただいた場合は、本人 になるべ く早 く回答 を伝
えるように してい ます。広 く学内 に紹 介 したい意見や提案は、そのつ ど、大学
が学生 のため に発 行 してい る 『Hakumonちゅうお う』 に掲載 します。建設
的 な意見、提案が寄せ られてい ます。」24-99-1-102 ～
A大 学番号 ・大学名
26東2毎 大 学
B学 部 ・学科(○ が対象学科)
学部名:政 治経済学部
学科名:政 治学科 経 済学科 ○経営学科
Cコ ース名
Dコ ース開始年次
E卒 業要件単位数
124.単壬立。26-99-2-9、26-01-3-11
F進 級要件
G履 修科 目数制限
2000年度 カリキュラム まで
各セ メス タ 一ーと も必 修 科 目 と選択 科 目を合 わせ て24単位 まで選択 で きる。26-99-
12(2)-3
Hカ リキ ュラム区分
2000年度 カリキュラム まで
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A現 代文 明論 、B総 合教育科 目、C外 国語科 目、D体 育科 目、E(=H)他 学
部 弛 学科科 目・F専 門基礎湘 、G専 門科 目、H(-E)他 学部 ・他学科科 目か
らなる。26-99-2-9
2001年度 カ リキュラムか ら
1現代文明論科 目、II現代教養科 目、 皿外国語 コ ミュニケーシ ョン科 目、IV主
専攻科 目、V自 由選択 科 目 ・副専攻科 目の5区 分か らなる。26-0}3-11
1現代文明論科 目は、現代文明論 と分離融合科 目か らなる。
II現代教養科 目は、理系科 目と体 育科 目か らなる。
m外 国語 コ ミュニケー ション科 目は、英語 コ ミュニケー シ ョン科 目と各国語 コ ミ
ュニ ケー シ ョン科 目か らなる。2601-3-9
1必 修科 目
2000年度 カ リキュラム まで
F専 門基礎科 目
「情報処理1」
G専 門科 目
「糖 学基礎謝 「現代 経営」 「経営英 語1」 「糖 学演習1」 「糖 学演 翫 」
26-99-2-8
2001年度 カ リキュラムか ら
IV主専攻科 目
「経営学基礎論」 「経営学方法論」 「論 文f乍成演習」 晴 報処理1」 「経営学演習I
A」「経営学演習IB」 「経営学演習IIA」「経営学演習IIB」26-61-3to
J初 期教育
2001年度 カ リキュラムか ら
:「経営学方法論」(主専攻科 目 ・必修科 目)
:「論文作成演習」(主専攻科 目 ・必修科 目)
「この授業で は経営学 において使用 される方法論 を学 んで い きます.経 営 学は学
際的な分野のため、様 々な学問の 方法論が用 い られ ます。 このため、経営学 で用 い
られる方法論 を網羅的 に学ぶ こ とが この授 業の 目的です。 また、授 業の効果 を上げ
るため通常の講義科 目と異 な り、少人数単位 の クラス を編成 し授 業 をお こなってい
ます。」26-01-3-14
「論文作成演習では レポー ト論 文の書 き方 を学 んでい きます.レ ポー ト.論 文
作成 における、約束事、書 き方な ど、今後の授業で レポー ト、論文 を作成す る際 に役
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立つ事柄 を学んでい きます。」26-0}3-14
K専 門演習
2000年度 カリキュラム まで
第3・4セ メス ター:「 経営学演習1」(主 専攻科 目 ・必修科 目 ・4単位)
第5・6セ メスター:「 経営学演習H」(主 専攻科 目 ・必修科 目 ・4単位)
第7・8セ メス ター:「 経営学総合演習」(主専攻科 目 ・選択科 目 ・4単位)
26-99-2-11
2001年度 カリキュラムか ら
:「経営学演習IA」 「経営学演習IB」(主 専攻科 目 ・必修科 目 ・各2単 位)
:「経営学演習IIA」「経営学演習HB」(主 専攻科 目 ・必修科 目 ・各2単 位)
:「経営 学演習 皿A」 「経営学演習mB」(主 専攻科 目 ・選択科 目 ・各2単 位)
26-01-3-IO
演習科 目は、 カリキュ ラム上 、すべて半期完結 科 目になった。「1セメ と2セ メ
で情報処理 ・現代経営 ・経営学方法論 ・論文作成演習 を、3セ メ以降で経営学演習
を少 人数編成で学習 し、共通基盤 を形成するこ とで、 きめ細 かな教育が受 けられ ま
す。」26-01.-1-29
1999年度 カ リキ ュラムで は、ゼ ミの募 集 ・応募 につ いて次 の ように行 われ た。
「経 営学演習1・Hお よび経営学総 合演習 は、第3セ メス ターか ら第8セ メス ター
まで6セ メス ター連続 して履修する ことを原則 とす る。担 当教員の指導の もとで関
連科 目等 を履修 してい く。経営学総合演習 については選択科 目であるが、経営学演
習1.IIで 得 た成果 を卒業論文 あるいは レポー トと して纏めるため にも継続 して履
修 する ことが望 ま しい。第2セ メス ターで経営学演習の募集がおこなわれる。希望
す る専攻科 目、担 当教 員を明確 に した うえで、応募す ることになる。」26-99-12(2}-3
2000年度以降 も同様 な方法でゼ ミ生が決 まるな らば、2セ メス ターで募集がおこ
なわれる。原則 として、 この時決定 したゼ ミで 「経営学演習IA」 か ら 「経営学演
習IIB」まで継続す る。「経営学演習mA」 「経営学演習 皿B」は、卒業論文指導が中
毛、とな り、選択科 目 となってい るが、 この科 目を履修す る場 合 も・同一ゼ ミを継続
す ることになる。26-01.-3-14～15
Lセ メスター制
全学で1997年度か らセ メス ター制 を実施 してい る。セ メスタ 一ー制 の メ リ ッ トにつ
い て 、東 海大 学 で は、次の ように捉 えている。
「1.学 生の科 目選択 自由度が増す(=科 目選択 ・履修 申告機会)
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2.集 中的 に単位 を修得 で きる(・=少数科 目の集中学習)
3.資 格取得や留学 も容易 になる(=無 履修セ メス ター)
4.不 合格科 目の リカバ リーが早期 にで きる(ご 必修科 目の毎期 開講)」
26-01-1-11
セ メス ター制は、大学生活 を有効 に活 かす方法 と して、明確 に位置づ け られてい
る・学習の効率化榴 学 とい う他 大学1こ共通する 刈 ッ トに加 えて凍 海大学の場
合・学園の3大 学(東 海大学 ・九州東海大学 ・北髄 東海大学)の 学 園内留学 に も
この制度 が活 かせる。26-01-1-11
M学 科 カ リキュラムの特色
1.2000年度 までのカ リキュ ラムをベースに して、2001年度 か ら新 々カ リキュ ラム
を実施 してい る。
2・ 主専 攻科 目を3コ ー スに分けて、学生1塒 定の コース に所属 しない 「ゆるやカ、
な コース制」 を実施 している。
2000年度 カ リキュラム まで
*経 営管理 コ㎞ス:経 営 にお ける管理 と戦略の重要性 を識 し
、経営上 の問題発
見 とその分析 能力 を養 う。
*経 営情報 コース:マ ルチ メデ ィア時代 にお ける企業や組織 にとって、 ヒ ト.モ
ノ ・情報 がいかに重要であるか を認識 し、経営情報戦略上の
柔軟 な思考力 を養 う。
*国 際糖 コース:蝶 や繊 の グ・一バノレ経鰍 略の大切 さを知 り
、分欄 察
す る力 を磨 く。26-99-1-19、26-00-1-21
2001年度 カ リキュラムか ら
*経 営者育成 コース:21世紀の企業や組織 にとって、経営 者の果 たす役割が益 々
重大 となることを認識 し、経営者 と しての経営 .ヒの問題発見
とその分析能力 を養 う。
*経営情報 コース:マ ルチ メデ ィア時代 における企業や組織 に とって、 ヒ ト.モ
ノ ・情報がいかに重要であるか を認識 し、経営情報戦略上 の
柔軟 な思考力 を養 う。
*国際経営 コース:グ ・一バル時代の企 業や繊 にとって、 グ・一バ ル経営戦略
が いかに重 要であるか を認識 し、グローバルな分析や洞 察 を
す る力 を養 う。26-OI-3-4
3・1現 代 文明論科 目は・全学 で共通 な カリキ ュラムの コア とな ってい る。特 に
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「現代文明論」 を必 修科 目としている.「文系 ・理系の専 門職 に偏 らなV'教育実
践」 を意図 し、「豊か な姓 観 、世 界観 、歴 史観 を身につ け・現代 に不可 欠な糸窓
合的判 断力 を発揮で きる」26-01-1-10ことを 目的 と して・ この科 目区分が置かれ
てい る。 これは建学 当初か らの東海大学 の教育方針 を体現 した もので もあ り、 こ
の 「現代 文明論」 に リンクす る形 で文理南蛤 稲 や・H現 代教養湘 を位置づ}ナ
てい る.ま た港 礎糖 関係 の湘 だ。ナでな く、広 傅 門科 目に もこの湘 区分
か ら学んだこ とが活か される ように配慮 されている。
4.学 生 の所属する学科の主専攻以外 に、畠博 攻 を持つ こ とがで きる・つ ま り他学
部.他 学科 の科 目を履修す ることがで き、修得単位 は・卒業要f牛単騰 として認
定 される.と 購 に、副専攻 として認 め られ る・ まとま りのあ る履修 を促進す る
方法 と して、 よ く考 えられている。26-0}}10
体 学では、従来の一般教育 と専 門教育の垣根 を取 り払い・他学部 ・学科の科
目の履修 を可 能 とし、舳 なカリキュラム編 成がで きる ように してい ます・当然 ・
単位数 について も、 自分が在籍す る学部 ・学科以外 の湘 を学部 孝 科力i定める
単位数 まで卒業単位 と して修得で きます。」26-as・
以下の資料の書名は、まず、背表紙の書名から採 り、背表紙に書名がない場合に
は、裁 紙の書名か ら特定 した.整 麟 号は、「大学翻 讃 料 に付 されてレ'る年
度贋 料番号」.となっている.資 幡 号は潰 料の種別によって区別 しており・大
学案内関係は1、 入学試験情報中心の資料は2・ 学部紹介・授業網 遭 等1ま3と
した。これ らが大学の広報活動関係の資料であるのに対 して、履修要覧関係は11、
シラバス関係は12として区別 した。
19大 東文化大学
19-00--11:『履修の手引 平成十二年度(二 〇〇〇〉 大東文化大学経営学部』
19-00--12:『平成十二年度(二 〇〇〇)講 義要項 経営学部 大東文化大学』
19-01-1:r2001DAITOBUNKAUNIVERSITYGUIDEBOOK』
20高 千穂商科大学
20-98-1:『TAKACHIHOUNIVERSITY1998高千穂商科大学大学案 内』
20-99-1:『高千穂商科大学TAKATIHOUNIVERSITY1999大学案内 』
20-一一99-11:『平成11年度 履修要項 高千穂商科大学』
20-00-1:『高千穂商科大学TAKATIHOUNIVERSITY2000』
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20-00-11:『平 成12年度 履 修 要 項 高 千 穂 商 科 大 学 』
21拓 殖 大 学
21-99-1:X1999TakushokuUniversityPassport拓殖 大 学 』
21‐00‐1×2000TakushokuUniversityPassport
21-00-11:『平 成12年度 履 修 要 項(商 ・政 経 ・外 国 語 学 部)拓 殖 大 学 』
21-00-12:『平 成12年度(2000年度)講 義 要 項 一 商 ・政 経 学 部 一 拓 殖 大 学 』
21-01--1:『T-engine2001TakushokuUniversity』
22多 摩 大 学
22-99-1:『 世 界 を 手 に 入 れ る た め に 多 摩 大 学 』
22-99--12:『SYLLABUS1999TAMAUNIVERSITY』
22-00-11:『学 生 生 活 ハ ン ドブ ッ ク2000TAMAUNIVERSITY』
22-00-12:『SYLLABUS2000TAMAUNIVERSITY』
24中 央 大 学
24-99-1:『CHUOUNIVERSITY19991NFORMATION中 央 大 学 』
24-99--11:『FACULTYOFCOMMERCECHUOUNIVERSITY
1999中 央 大 学 商 学 部 履 修 要 項 』
24-一一99-13:『1999年度 商学部時間割 圃 』
24-00-11:FACULTYOFCOMMERCECHUGUNIVERSITY
2000中央 大 学 商 学 部 履 修 要 項 』
24--00-13(1):「2000年度 商 学 部 時 間 割 一2000年度 入 学 者 適 用 一」
26東 海 大 学
26-99-1:『1999進 学 ガ イ ドPERFECT東 海 大 学 』
26-99-2:『1999東 海 大 学 政 治 経 済 学 部 経 営 学 科 』
26-99-12(2):『授 業 要 覧1999経 営 学 科 』
26-Ol-一一1:『2001進 学 ガ イ ドPERFECT東 海 大 学 』
26-01-3:『 政 治 経 済 学 部 経 営 学 科2001東 海 大 学 』
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